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 この通信では、みなさんに言葉を身につけ、良

い使い手になってほしくて、折々の話題や私たち

教師の願い、そしてみなさんのすぐれた作文や俳

句などを紹介してきました。 
 １年生が終わろうとしている今、もう一度、言

葉の大切さに目を向けてほしいと思います。 
 さて、言葉の使い手として人には次の三つのタ

イプがいます。 
① 人の悪口を言わず、良い点を見つめてはそれ

を言葉にする人 
② 時には悪口を、でも褒め言葉も口にする人 
③ 人を褒めることを知らず、いつも悪口や不平不満ばかり言っている人 

自分はどのタイプでしょうか？ ①のタイプの人は、人間的に優れていて一緒にいて

心安らぐ人です。人望があり、生き方にゆとりのある人で、自然に人が集まります。

ぜひこういう人になりたいですね。②の人も、悪口を減らし、人の良い点や感謝の気

持ちをたくさん言葉にすることに努めれば、①の人に近づけるし、良い人生を送れる

可能性が十分にあります。 
 問題は③のタイプの人です。こういう人は自己中心的であり、いつも自分が正しい

と思っています。自分のことは棚に挙げて、人のミスを言い立てたり他の人に知らせ

なくてもいいことまでしゃべったりします。自分を客観的に（外から冷静に）見られ

ないわがままな子どもと同じ心の状態です。 
 みなさんは、この一年で言葉で失敗したことはなかったでしょうか？もしあるとす

れば、それを教訓として同じ過ちをしないようにしましょう。口は災いのもとと昔か

らの言い伝えがあるとおりです。悪口や陰口は、その人の表情を醜くさせます。にこ

にこしながら悪口は言えませんからね。そして、言いつつ、言うたびに、その嫌な内

容を誰が聞くかというと、まず自分が聞きます。なおかつ、嫌な内容は自分の周辺に

嫌なムードを漂わせます。・・・これでは人は寄り付かず、離れていくばかりです。 
 「言葉は命」・・・自分のために言葉を使うことは当たり前ですが、できるだけ人の

良い点を見つめ、それを言葉にするようにしましょう。 
自分が得することばかり考えることを「利己」と言います。一方、人が得するよう

にしてあげることを「利他」と言います。言葉を「利他」として使えるようになると、

言葉も人も命が輝きだします。 

 

一つの言葉で 喧嘩して 

一つの言葉で 仲直り 

一つの言葉で お辞儀して 

一つの言葉で 笑いあい 

一つの言葉で 泣かされる 

一つの言葉は それぞれに 

ひとつの心をもっている 
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「
私
が
必
ず
し
て
い
る
こ
と
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
年
六
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私
が
必
ず
し
て
い
る
こ
と
は
、
朝
起
き
た
ら
「
今

日
も
き
っ
と
す
ば
ら
し
い
一
日
に
な
る
」
と
、
20
回

以
上
心
の
中
で
繰
り
返
す
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、『
君

た
ち
は
偉
大
だ
』
の
本
の
中
に
書
か
れ
て
い
て
、
い

い
な
と
思
っ
て
毎
朝
や
っ
て
い
ま
す
。
今
日
も
す
ば

ら
し
い
一
日
な
る
と
思
っ
て
い
る
と
、
本
当
に
そ
う

な
る
日
が
あ
る
の
で
、
私
は
こ
れ
を
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
な
っ
て
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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私
が
必
ず
し
て
い
る
こ
と
」 
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私
が
必
ず
し
て
い
る
こ
と
は
、
英
語
の
単
語

練
習
で
す
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
私
は
単
語
を

覚
え
て
も
意
味
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
私
は
ほ
と
ん

ど
毎
日
単
語
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
単

語
テ
ス
ト
の
時
は
、
満
点
か
九
点
で
す
。
こ
れ

は
、
毎
日
の
努
力
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
単
語
練
習
を
が
ん
ば
り
ま
す
。 

「
私
が
必
ず
し
て
い
る
こ
と
」 
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僕
が
必
ず
し
て
い
る
こ
と
は
早
起
き
で

す
。
僕
は
、
夜
は
十
時
ご
ろ
ま
で
に
寝
て
、

朝
早
い
時
は
五
時
く
ら
い
に
起
き
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
時
間
を
使
っ
て
、
そ
の
日
の
目
標

や
課
題
を
決
め
ま
す
。
こ
う
す
る
と
、
そ
の

日
を
と
て
も
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
僕
は
こ
れ
を
ず
っ
と
続

け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 


